
 

伊 丹 市 手 話 通 訳 者 派 遣 事 業 実 施 要 綱  

 

 （ 趣 旨 ）  

第 １ 条  こ の 要 綱 は ， 伊 丹 市 地 域 生 活 支 援 事 業 実 施 要 綱 第 ２ 条 第 １ 項

第 １ 号 に 規 定 す る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 支 援 事 業 の う ち ， 手 話 通 訳 者

の 派 遣 に 関 す る 事 業 （ 以 下 「 事 業 」 と い う 。 ） の 実 施 に 関 し ， 必 要

な 事 項 を 定 め る も の と す る 。   

（ 事 業 の 内 容 ）  

第 ２ 条  本 事 業 は ， 意 思 疎 通 支 援 者 を 派 遣 す る こ と に よ り ， 聴 覚 障 が

い 者 及 び 音 声 又 は 言 語 機 能 障 が い 者 （ 以 下 「 聴 覚 障 が い 者 等 」 と い

う 。 ） の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 確 保 を 通 じ て 社 会 参 加 の 支 援 を 行 う

も の と す る 。  

（ 定 義 ）  

第 ３ 条  こ の 要 綱 に お い て ， 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は ， 当 該 各

号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

 ⑴  手 話 通 訳 者  地 域 生 活 支 援 事 業 の 実 施 に つ い て （ 平 成 ２ ８ 年 ３

月 ３ ０ 日 障 発 第 ０ ８ ０ １ ０ ０ ２ 号 厚 生 労 働 省 社 会 ・ 援 護 局 障 害 保

健 福 祉 部 長 通 知 ） 別 記 ６ の ４ ⑵ ア に 規 定 す る 手 話 通 訳 者 を い う 。  

 ⑵  手 話 奉 仕 員  市 町 村 が 実 施 す る 手 話 奉 仕 員 養 成 講 座 （ 入 門 課 程  

・ 基 礎 課 程 ） を 修 了 し ， 手 話 奉 仕 員 と し て 登 録 さ れ た 者 を い う 。  

 ⑶  意 思 疎 通 支 援 者  手 話 通 訳 者 又 は 手 話 奉 仕 員 で あ っ て ， 第 ６ 条

の 規 定 に よ る 登 録 を 受 け た も の 又 は 兵 庫 県 意 思 疎 通 支 援 （ ひ ょ う

ご 通 訳 セ ン タ ー ） 事 業 を 活 用 し た 場 合 に お い て 同 事 業 に よ り 派 遣

さ れ る も の を い う 。  

 （ 実 施 主 体 ）  

第 ４ 条  こ の 事 業 の 実 施 主 体 は 伊 丹 市 と し ， 社 会 福 祉 法 人 伊 丹 市 社 会

福 祉 協 議 会 （ 以 下 「 受 託 法 人 」 と い う 。 ） に 委 託 し て 実 施 す る も の

と す る 。  

 （ 実 施 内 容 ）  



第 ５ 条  こ の 事 業 の 内 容 は ， 次 に 掲 げ る も の と す る 。  

 ⑴  意 思 疎 通 支 援 者 の 登 録 に 関 す る 業 務  

 ⑵  意 思 疎 通 支 援 者 の 派 遣 （ 遠 隔 手 話 通 訳 サ ー ビ ス を 含 む 。 ） に 関

す る 業 務  

２  意 思 疎 通 支 援 者 の 派 遣 に つ い て は ， 必 要 に 応 じ ， 兵 庫 県 意 思 疎 通

支 援 （ ひ ょ う ご 通 訳 セ ン タ ー ） 事 業 を 活 用 す る こ と が で き る 。  

（ 意 思 疎 通 支 援 者 の 選 定 及 び 登 録 ）  

第 ６ 条  市 長 は ， 聴 覚 障 が い 者 等 の 福 祉 に 関 す る 知 識 及 び 技 能 を 有 す

る 者 で ， か つ ， 手 話 通 訳 に 必 要 な 技 能 を 修 得 し て い る も の を 意 思 疎 通

支 援 者 と し て 選 定 し ， 本 人 の 承 諾 を 得 た 上 で 通 訳 者 名 簿 に 登 録 す る も

の と す る 。  

（ 派 遣 対 象 者 ）  

第 ７ 条  対 象 者 は ， 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 又 は 団 体 と す る 。  

 ⑴  市 内 に 住 所 を 有 す る 聴 覚 障 が い 者 等 で あ っ て ， 手 話 通 訳 等 に よ

り ， 円 滑 な 意 思 の 疎 通 を 図 る こ と が で き る 者  

 ⑵  市 内 に 住 所 を 有 し ， 手 話 通 訳 に よ り ， 円 滑 な 意 思 の 疎 通 を 図 る

必 要 が あ る 者 又 は 団 体  

⑶  そ の 他 ， 市 長 が 必 要 と 認 め る 者 又 は 団 体  

（ 派 遣 対 象 事 由 ）  

第 ８ 条  派 遣 の 対 象 と な る 事 由 は ， 公 的 機 関 に お け る 手 続 ・ 相 談 ， 医

療 機 関 に お け る 受 診 ， 教 育 機 関 で の 行 事 及 び 懇 談 等 ， そ の 他 派 遣 対

象 者 が 地 域 生 活 又 は 社 会 生 活 を 営 む 上 で 必 要 な 意 思 疎 通 支 援 を 対 象

と す る 。 た だ し ， 営 利 活 動 に お け る 経 済 的 活 動 ， 布 教 活 動 ， 政 治 活

動 及 び 通 年 か つ 長 期 に わ た る 活 動 ， そ の 他 社 会 通 念 上 派 遣 す る こ と

が 適 当 で な い と 認 め ら れ る 活 動 は 除 く も の と す る 。  

 （ 派 遣 の 申 請 ）  

第 ９ 条  意 思 疎 通 支 援 者 の 派 遣 を 必 要 と す る と き は ， 聴 覚 障 が い 者 等

又 は そ の 代 理 人 は ， 原 則 と し て ， 派 遣 を 受 け よ う と す る 日 の ７ 日 前

ま で に 市 長 に そ の 旨 を 申 し 出 る も の と す る 。 た だ し ， 緊 急 の 場 合 は

こ の 限 り で な い 。  



２  第 ７ 条 第 ２ 号 及 び 第 ３ 号 に 規 定 す る 団 体 に あ っ て は ， 意 思 疎 通 支

援 者 の 派 遣 を 必 要 と す る と き は ， 原 則 と し て ， 派 遣 を 受 け よ う と す

る 日 の １ ヶ 月 前 ま で に 市 長 に そ の 旨 を 申 し 出 る も の と す る 。  

（ 派 遣 の 決 定 ）  

第 １ ０ 条  市 長 は ， 前 条 の 規 定 に よ り 意 思 疎 通 支 援 者 の 派 遣 の 申 請 を

受 け た と き は ， 派 遣 の 必 要 性 を 調 査 し ， 速 や か に そ の 可 否 を 決  

定 し ， 当 該 申 請 を 行 っ た 者 に そ の 旨 を 通 知 す る も の と す る 。  

 （ 派 遣 に か か る 利 用 者 負 担 ）  

第 １ １ 条  意 思 疎 通 支 援 者 の 派 遣 を 受 け た 者 （ 以 下 「 利 用 者 」 と い

う 。 ） は ， 当 該 派 遣 に 要 す る 費 用 を 負 担 し な い 。 た だ し ， 遠 隔 手 話

通 訳 サ ー ビ ス に お い て 使 用 す る 端 末 の 通 信 料 は ， 利 用 者 の 負 担 と す

る 。  

（ 派 遣 の 報 酬 等 ）  

第 １ ２ 条  市 長 は ， 事 業 の 報 告 書 に よ り 適 正 に 事 業 が 行 な わ れ た こ と

を 確 認 し た と き は ， 別 表 に 定 め る 単 価 に よ り 報 酬 及 び 意 思 疎 通 支 援

者 の 事 業 に 係 る 交 通 費 の 実 費 （ 公 共 交 通 機 関 を 利 用 し た 場 合 に 限

る 。 ） を 意 思 疎 通 支 援 者 （ 兵 庫 県 意 思 疎 通 支 援 （ ひ ょ う ご 通 訳 セ ン

タ ー ） 事 業 を 活 用 し て 県 外 へ 意 思 疎 通 支 援 者 を 派 遣 し た 場 合 に あ っ

て は ， 兵 庫 県 （ 兵 庫 県 意 思 疎 通 支 援 （ ひ ょ う ご 通 訳 セ ン タ ー ） 事 業

が 委 託 に よ り 実 施 さ れ て い る 場 合 は ， 同 事 業 の 委 託 を 受 け た 者 。 以

下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） ） に 支 払 う も の と す る 。 た だ し ， 兵 庫 県

意 思 疎 通 支 援 （ ひ ょ う ご 通 訳 セ ン タ ー ） 事 業 を 活 用 し て 遠 隔 手 話 通

訳 サ ー ビ ス に よ り 事 業 を 実 施 し た 場 合 は ， 兵 庫 県 意 思 疎 通 支 援 （ ひ

ょ う ご 通 訳 セ ン タ ー ） 事 業 実 施 要 綱 別 表 に 定 め る 報 酬 等 の 額 を 兵 庫

県 に 支 払 う も の と す る 。  

 （ 意 思 疎 通 支 援 者 の 義 務 ）  

第 １ ３ 条  意 思 疎 通 支 援 者 は ， そ の 業 務 上 知 り 得 た 情 報 を 正 当 な 理 由

な く 第 三 者 に 漏 ら し て は な ら な い 。  

２  意 思 疎 通 支 援 者 は ， 積 極 的 に 研 修 な ど に 参 加 し ， 自 己 研 鑽 に 努 め

な け れ ば な ら な い 。  



３  第 １ 項 の 規 定 は ， 意 思 疎 通 支 援 者 を 辞 し た 後 に も 適 用 す る 。  

 （ 実 施 主 体 の 責 務 ）  

第 １ ４ 条  市 長 は ， 意 思 疎 通 支 援 者 の 資 質 向 上 の た め 必 要 な 研 修 を 行

う 。  

２  市 長 は ， 事 業 に 従 事 す る 意 思 疎 通 支 援 者 の 心 身 の 健 康 に 配 慮 し な

け れ ば な ら な い 。  

 （ 状 況 報 告 書 の 提 出 等 ）   

第 １ ５ 条  市 長 は 業 務 の 適 正 な 運 営 を 図 る た め ， 事 業 の 実 施 状 況 に つ

い て 受 託 法 人 に 対 し 定 期 的 に 報 告 書 の 提 出 を 求 め ， 又 は 必 要 に 応 じ

て 調 査 を 行 う も の と す る 。  

２  意 思 疎 通 支 援 者 は ， 業 務 終 了 後 速 や か に 市 長 に 報 告 す る も の と す

る 。  

３  市 長 は ， 意 思 疎 通 支 援 者 の 派 遣 を 行 な っ た と き は ， そ の 内 容 を 意

思 疎 通 支 援 者 派 遣 簿 に 記 録 す る も の と す る 。  

 （ 細 則 ）  

第 １ ６ 条  こ の 要 綱 に 定 め る も の の ほ か ， 事 業 の 実 施 に 関 し て 必 要 な  

事 項 は ， 市 長 が 別 に 定 め る 。  

   付  則  

こ の 要 綱 は ， 平 成 ７ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   付  則  

こ の 要 綱 は ， 平 成 １ ０ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   付  則  

こ の 要 綱 は ， 平 成 ２ ２ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

付  則  

こ の 要 綱 は ， 平 成 ２ ９ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

付  則  

こ の 要 綱 は ， 平 成 ３ ０ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

付  則  

こ の 要 綱 は ， 令 和 ３ 年 ７ 月 ２ ０ 日 か ら 施 行 す る 。  

付  則  



こ の 要 綱 は ， 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 

 

 

別 表  

派 遣 形 態  区 分  金 額 ( 1 時 間 に つ

き )  

手 話 通 訳 者  
日 中 ( 8 : 0 0 ～ 2 0 : 0 0 )  ２ ， ０ ０ ０ 円  

夜 間 ( 上 記 以 外 )  ２ ， ３ ０ ０ 円  

手 話 奉 仕 員  
日 中 ( 8 : 0 0 ～ 2 0 : 0 0 )  １ ， ８ ０ ０ 円  

夜 間 ( 上 記 以 外 )  ２ ， １ ０ ０ 円  

 


